
 　

　
協働事業名 提案団体名 事業協力課 事業概要 町の役割 参加者数 交付額(決算）

事業①
教育・保育施設で音
楽会を開催

さむかわ音楽ひろ
ば実行委員会

子育て支援課

町内の教育・保育施設でほぼ行われていない音楽
鑑賞会を地元の若い世代の音楽団体が行い、子ど
もたちへの地域社会貢献活動の意識を高めた。
また、「生の芸術(生演奏）」に触れる機会を作
り、多くの子どもたちの感性を育む情操教育の支
援をした。

幼稚園・保育園との
連携や日程調整協力

1404人
360,000

(ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ
支援)

事業②
オレンジカフェ（音
楽による認知症カ
フェ）の実施

さむかわ音楽ひろ
ば実行委員会

高齢介護課

認知症の当事者とその家族が地域の人たちと安心
して集えるオレンジカフェを実施。内容は、音楽
療法として用いられる、音楽鑑賞、楽器演奏、歌
唱のプログラムを実施した。また健康体操も実施
し音楽を通じて交流の場を作った。

オレンジカフェ開催
の広報掲載協力、場
所の提供（健康管理
センター）

266人
380,000

(ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ
支援)

事業③
寒川町の花すいせん
の植栽【2年目】

日本一のすいせん
の町にする会（ス
イセンズ）

都市計画課

協働により、すいせんを植栽することで、故郷意
識（こころの育成）の向上に取り組んだ。さむか
わ中央公園調整池兼自由広場の西側の法面等に
6500球を植栽し、多くの町民等が観賞し好評を得
た。なお、町内外の方から球根の寄付の支援も得
た。

植栽場所の事前相談
及び提供、植栽後の
協力（散水栓の使用
許可、草の処理支
援）、活動のＰＲ

343人
500,000

(ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ
支援)

令和４年度　寒川町みんなの協働事業提案制度採択事業【実績報告】

※機構改革により子育て支援課は、令和5年度から保育幼稚園課に名称が変更になっています。
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◆事業評価シート

準備段階
　

　理由（音楽会終了後の施設の感想を共有し十分な理解のもと進めた。)

５．事業目標（目標に対して何がどのようになるか）は明確であったか
　　■はい　□いいえ
　目標（『生の芸術（生演奏）』に触れる機会を作ることにより、より多
くの子供達の感性を育む情操教育の支援をする。）

６．町（事業協力課）との相互理解は十分だったか
　　■はい　□いいえ

　　■はい　□いいえ

（補助金額） （３６０，０００円）

１．協働が開始された段階は
　　■準備段階　□実施段階　□その他

２．協働の呼びかけはどちらからか
　　■団体から　□町　□その他

３．協働で行うことの意義は明確であったか
　　■はい　□いいえ
　意義（施設との日程調整や感想、ご意見を共有することにより子供たち
へよりよいプログラムを届けることが出来た。

４．事業の目的は明確であったか

　目的（ほぼ行われていない音楽鑑賞会を地元の若い世代の音楽団体が行
うことにより、子供たちへの社会貢献活動の意義を高められ、情操教育の
支援が出来た。）

事業期間 令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで

 事業実施内容
及びその成果

【音楽プログラム内容】
①リトミック
➁読み聞かせ（映像/演奏付き）
③ 演奏（フルート＆ピアノ）
④みんなで歌おう

【成果】子供たちが生演奏やリトミック、読み聞かせを体験することが
出来、音楽での情操教育に役立った。

事業費 ３６０，８００円

事業協力課 子育て支援課（令和５年度：保育幼稚園課）

寒川町みんなの協働事業提案制度評価結果報告書（令和４年度）

協働事業名 ①教育・保育施設で音楽会を開催

提案団体名 さむかわ音楽ひろば実行委員会
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◆事業評価シート

実施段階
　

最も五感の発達が目覚ましい幼児期に生の音楽に触れる機会をこの協働事
業で設けることが出来たことに大変感謝すると共に引き続き継続し貢献し
ていきたいと強く感じました

　　■はい　□いいえ
　理由（各施設へアンケートを実施し課題や改善策を話し合った。）

１３．事業全体を見て、事業に対する満足度は

　５　４　３　２　１　【高い：５　低い：１】

  理由（子供たちの会への反応や施設スタッフの感想等で有意義な会で
あることが実感出来た。）

　　■はい　□いいえ
　理由（『生の芸術（生演奏）』に触れる機会を作れ、より多くの子供達
の感性を育む情操教育の支援することが出来た。）

１２．今後の課題や改善策を話し合ったか

１４．その他気づいた点など（自由記入）

　　■はい　□いいえ

　理由（会終了後に参加人数、写真、感想を記録し報告した。）

１０．団体と町の互いの特性を活かすことができたか

 終了後の段階 １１．目標・目的は達成できたか

　　■はい　□いいえ
　理由（地元の若い世代の音楽団体が演奏し、子供たちへの社会貢献活動
の意義を高められ、町が施設へ日程調整や意見をくみ上げてお互い特性を
いかすことが出来た）

７．事業実施上の役割分担は適切だったか
　　■はい　□いいえ
　理由（町が施設との連携、日程調整を行い、演奏等スムーズに進むこと
が出来た。）

８．進捗状況や情報は共有できたか

　理由(会終了後に毎回、報告し意見を共有することが出来た。）

９．実施のプロセスで記録は残せたか

　　■はい　□いいえ
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◆寒川町協働事業選考委員意見

           寒川町みんなの協働事業提案制度（令和４年度実施事業）
　     　　実績報告に対する意見書

さむかわ音楽ひろば実行委員会

子育て支援課

　360,800円

　〇町に関する意見

・協働事業を行った成果としてハード面での充実が図られたと理解しています。各
  幼稚園、保育園の園児たちに生演奏を聴かせることの高い評価をしていることを
  鑑み今後の活動は行政がリーダーシップを取って事業の継続をしていただくこと
  を強く求めます。

協働事業名

提案団体名

事業協力課

事業費
（補助金額）

　○提案団体に関する意見

①教育・保育施設で音楽会を開催

（360,000円）

・小さいころから本物の楽器や音感を身に付けさせることはとても良い事だと思い
　ます。また、読み聞かせは、いろいろ夢がわいてくると思います。これからも続
　けて欲しいです。園児たちは大きな夢に向かうと思います。
・園児たちの笑顔が楽しそうでした。今後も長く続けて活動してください。パォー
　マンスやサプライズ的に何か一緒に行ったらどうですか。例えば、中学生、高校
　生の吹奏楽部の演奏を聴かせること、ダンスグループの演技観賞(ヒップホップ
　ダンス)など。
・子どもたちの情操教育にもつながっており、今後も継続して音楽会を続けてもら
　いたい。
・子どもたちが生演奏に触れられる機会が得られたこと、演奏者に保育施設出身者
　がいたことで、地域貢献ができたことでお互い意義のある良い事業だったと思い
　ます。
・令和5年度継続事業でもあるので、今後補助金がなくてもしっかり運営できるよ
　うな財源確保策を検討していただけたらと思います。
・幼稚園・保育園を訪ねて本物の音楽、演奏を園児に聴いてもらうすごい企画だと
　思います。大人たちが出来る子どもたちへのプレゼントとしていろいろな苦労も
　あるでしょうが長く続けて欲しいし、頑張っていただきたい。
・事業動画を見れば子どもたちにとっての楽しさというものは一目瞭然ですが、園
　長先生らの意見だけではなく、事業対象となる子どもたちの気持ちを表すことも
　必要ではないでしょうか。
　「子どもたちによりよいプログラムを届けることができた」との捉え方について
　具体が示されていませんでした。情操教育 の充実度を測るのは難しいですが、
　楽しかった」「すごく楽しかった」などのカテゴリーをシールアンケートなどで
　量的、質的に満足度を測ることも事業を継続する上で後押しになると思います。
・コロナ禍で大変なご苦労をされたと思いますが、今後も意義のある活動の継続を
　お願いいたします。
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◆事業評価シート

準備段階
　

　理由（毎回オレンジカフェ結果を報告し打合せを重ねて理解を深め
た。）

５．事業目標（目標に対して何がどのようになるか）は明確であったか
　　■はい　□いいえ

　目標（ボランティアで参加されるスタッフには認知症ステップアップ講
座を受講してもらい認知症の当事者やご家族を支援する『チームオレン
ジ』に入ってもらう。）

６．町（事業協力課）との相互理解は十分だったか
　　■はい　□いいえ

　　■はい　□いいえ

（補助金額） （３８０，０００円）

１．協働が開始された段階は
　　□準備段階　■実施段階　□その他

２．協働の呼びかけはどちらからか
　　■団体から　□町　□その他

３．協働で行うことの意義は明確であったか
　　■はい　□いいえ

　意義（認知症の当事者やご家族と地域の方をつなげることができた。）

４．事業の目的は明確であったか

　目的（認知症の当事者とそのご家族の方が地域の人たちとの安心して集
える場をつくり必要に応じて専門機関へ橋渡しのできるサポートをするこ
とが出来た。）

事業期間 令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで

 事業実施内容
及びその成果

【カフェ内容】
①健康体操
➁懐かしい童謡・唱歌等を歌う
③ 演奏（フルート＆ピアノ）
④楽器演奏（ウクレレ等）
⑤お話（交流）

【成果】
・音楽を通じて交流の場を作れた
・チームオレンジの方がスタッフとして、毎回約 10 名弱参加した

事業費 ４６１，１７３円

事業協力課 高齢介護課

寒川町みんなの協働事業提案制度評価結果報告書（令和４年度）

協働事業名 ②オレンジカフェ（音楽による認知症カフェ）の実施

提案団体名 さむかわ音楽ひろば実行委員会
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◆事業評価シート

実施段階
　

今後は更に支援体制を強化するためにボランティアスタッフを増やし、活
動を広げていきます。

　　■はい　□いいえ
　理由（毎回オレンジカフェ結果を報告し、アンケート等で状況を共有し
その都度、打合せをして改善に努めた。）

１３．事業全体を見て、事業に対する満足度は

　５　４　３　２　１　【高い：５　低い：１】

  理由（協働で開催できたことによりチームオレンジの方や参加者が増え
認知症の当事者やご家族を支える基盤が出来た。）

　　■はい　□いいえ

　理由（町の協力により、参加人数、チームオレンジのボランティアス
タッフ共に増えて、地域の方と認知症の当事者とご家族のつながりが出来
た。）

１２．今後の課題や改善策を話し合ったか

１４．その他気づいた点など（自由記入）

　　■はい　□いいえ
　理由（毎回オレンジカフェで参加人数・アンケートを回収し記録し
た。）

１０．団体と町の互いの特性を活かすことができたか

 終了後の段階 １１．目標・目的は達成できたか

　　■はい　□いいえ
　理由（団体として音楽の効果を最大限に生かし、認知症の予防になる楽
器の演奏・歌唱を用いたプログラムを組めた。町で広報して頂くことで参
加人数も増えた。）

７．事業実施上の役割分担は適切だったか
　　■はい　□いいえ

　理由（オレンジカフェ開催の広報して頂き、参加人数も増えた。）

８．進捗状況や情報は共有できたか

　理由(毎回オレンジカフェ結果を報告し、アンケート等で参加者の状況
を共有した。）

９．実施のプロセスで記録は残せたか

　　■はい　□いいえ

kurihara
6



◆寒川町協働事業選考委員意見

　〇町に関する意見

　〇協働事業に関する意見

（補助金額） （３８０，０００円）

・今後、認知症は5人に1人がかかると言われ、行政としても重要課題の一つです。
　現在のオレンジカフェの活動拠点は、健康管理センターのみですが今後は自治会へ出向き
  やすくするよう「さむかわ出前講座」に加えていただきたい。

・コロナ禍での運営の難しさや送迎の課題等も感じましたが、今後、自治会での開催など事
  業拡大の可能性もありますので、引き続き活動されることを期待しています。
・オレンジカフェに参加出来たらとてもよいと思いますが、自宅から遠い方は、交通手段が
　心配です。参加出来て、多くの人と歌ったり、話したり体を動かしたりすることが出来れ
　ばよいですね。
・認知症対策だけでなく、ボランティアの人数も増えてきていると話されていましたので、
　いろいろな方々との交流の場にもなるよう活動の輪を広げてもらいたい。
・コロナ禍で大変なご苦労をされたと思いますが、今後も意義ある活動の継続をお願いしま
　す。
・健康管理センターへの送迎のことも考えているとの事、これからも沢山の人達がオレンジ
　カフェに参加できたらいいと思います。
・また、さまざまな繋がりができたことによって、どのような効果が生まれたのか、期待さ
　れるのか、といった説明を加えることで町民の理解も深まり、新たな参加への裾野も広が
　ると思います。町 側のサポートや助言が重要な役割を持つのではないでしょうか。
・距離的に難しい方への取り組みにも目を向けていただけるといいと感じます。

           寒川町みんなの協働事業提案制度（令和４年度実施事業）
　     　　実績報告に対する意見書

協働事業名 ②オレンジカフェ（音楽による認知症カフェ）の実施

提案団体名 さむかわ音楽ひろば実行委員会

・コロナ禍、活動ご苦労様でした。
・健康管理センターへの送迎のことも考えられているとのこと、これからも沢山の人達が、
  オレンジカェに参加出来たらいいと思います。
・アンケートをとられているようですが、参加者、家族、地域の方々の声が聞こえるような
  報告をしていただけるとよかったと思います。
・パフォーマンスやサプライズ的に何か一緒に行ったらどうですか。例えば、中学生、高校
  生の奏楽部の演奏を聴かせることやダンスグループの演技観賞(ヒップホップダンス)な
　ど。
・楽器の消毒の件を質問しましたが、安価なアルコールティッシュでウクレレなどを拭くこ
　とも効果があるかと思います。
・派遣人数等で工夫し経費を抑えることで、出来るだけ継続的に活動をお願いしたい。

　○提案団体に関する意見

事業協力課 高齢介護課

事業費 　４６１，１７３円
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◆事業評価シート

準備段階
　

協働継続２年目の事業として当初から

事業協力課 都市計画課

寒川町みんなの協働事業提案制度評価結果報告書（令和４年度）

協働事業名 ③寒川町の花　すいせんの植栽（２年目）

提案団体名 日本一のすいせんの町にする会（スイセンズ）

事業期間 令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで

 事業実施内容
及びその成果

　すいせんの球根を 6000 球購入予定でしたが品薄の為、当初の購入が
3600 球数となりました。その後どうにか 400 球の購入ができ、合計 4000
球の購入ができました。
　また、前年の令和 3 年度に座間市の団体から寄付の話があり、その寄付
され育てていた球根 1000 球と、町民の方からいただいた1500 球、合計約
2500 球を植栽し、購入と寄付の合計で 6500 球のすいせんが植栽出来まし
た。
 地域住民の協力はもとより、町外の人との協働にもつながり今回当初提案
以上のすいせんをさむかわ中央公園に植栽ができました。
　地域住民の協力により、町ぐるみで花(すいせん)による「こころづく
り」、「まちづくり」運動が展開できました。

事業費 ５０６，４１０円

　　■はい　□いいえ

（補助金額） （５００，０００円）

１．協働が開始された段階は
　　□準備段階　□実施段階　■その他

２．協働の呼びかけはどちらからか
　　■団体から　□町　□その他

３．協働で行うことの意義は明確であったか
　　■はい　□いいえ
　意義（協働による花作りは「こころづくり」。「こころづくり」は住み
よいまちづくりという効果に期待）

４．事業の目的は明確であったか

　目的（寒川町自治基本条例第 5 条の（まちづくりの指針）の第 3 号の
「歴史と文化が息づき教育が充実したまちづくり」及び第 4 号豊かな自然
と快適な生活環境が整った環境共生のまちづくり)を町の花「すいせん」の
植栽を以って実現する）

５．事業目標（目標に対して何がどのようになるか）は明確であったか
　　■はい　□いいえ

　目標（寒川を日本一のすいせんの町にすること。地域住民との協働によ
り すいせんを植栽することで故郷意識（こころの育成）向上に取り組む）

６．町（事業協力課）との相互理解は十分だったか
　　■はい　□いいえ

　理由（都市計画課はもとより、積極的に取組んで対応をしてくれた）
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◆事業評価シート

実施段階
　

　理由(植栽現場が中央公園内という至近距離であり、常に進捗状況(現地)
を共有できた）

９．実施のプロセスで記録は残せたか

　　■はい　□いいえ

７．事業実施上の役割分担は適切だったか
　　■はい　□いいえ
　理由（町の役割、団体(スイセンズ)はそれぞれの役割をしっかり認識し
て分担した）

８．進捗状況や情報は共有できたか

　　■はい　□いいえ

　理由（できる限り現場記録を残す努力をした）

１０．団体と町の互いの特性を活かすことができたか

 終了後の段階 １１．目標・目的は達成できたか

　　■はい　□いいえ

　理由(特に齟齬なく進行した）

　　■はい　□いいえ

　理由（概ね達成できた）

１２．今後の課題や改善策を話し合ったか

１４．その他気づいた点など（自由記入）

今後の活動について(すいせん制定 50 周年について)話し合いを進めた
い。令和 5 年度(2023 年)は寒川町の花・すいせん制定 50 周年。今後も
継続した花(すいせん)を植栽することに、町の積極的な取組みに期待した
い。

　　■はい　□いいえ
　理由（今後の活動について話し合いを進めた）

１３．事業全体を見て、事業に対する満足度は

　５　４　３　２　１　【高い：５　低い：１】

  理由（今後の経過に期待して、やや高い 4 が実感）
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◆寒川町協働事業選考委員意見

（補助金額） （５００，０００円）

・協働事業として進めるならば行政も積極的に、例えば「全町民1株運動」のよう
　な運動を展開することこそが協働事業の最も求めるところではないでしょうか。
　2万世帯に5球ずつ無料配布しても10万球です。中央公園に昨年と今年植えただけ
　でも1万球になります。その10倍で町の各家にすいせんが植わっていることは町
　としてのインパクトがあるように感じます。

・植栽後の草刈りなど今後の協力体制を感じました。今後球根を増やし植え替える
　ことでより一層彩りのある街づくりに寄与されることを期待します。
・活動内容は特に問題が無いが、補助金の使い方を担当課はもとより、しっかりと
　理解してもらい適切な予算と決算になるように努めて欲しい。
・すいせんの花の見頃の時期での訪問客は多かったとの回答はありましたが、町だ
　けでなく冬のひまわりをPRしている観光協会とのタイアップや支援を仰いで周知
　を充実していただくことも考えてみてもいいのではないかと思いました。
・物価高など想定外の事情は理解しますが、計画や目標数値の変更がどこまで許さ
　れるかが曖昧な点は今後の課題になると思います。

　○町に関する意見

　〇協働事業に関する意見

           寒川町みんなの協働事業提案制度（令和４年度実施事業）
　     　　実績報告に対する意見書

協働事業名 ③寒川町の花すいせんの植栽（２年目）

提案団体名 日本一のすいせんの町にする会（スイセンズ）

・中央公園の桜とすいせんはとてもきれいでした。団体の方の手入れの成果だと思います
　  町には大小の公園があります。他の公園にもすいせんを植えて「日本一のすいせんの
　　町」　にしていただき たい。町民を花で笑顔にしてください。
・公園ですので、安全管理点検を怠らないようにお願いします。
・「日本一」と銘打って頑張っていらっしゃるので、応援したいです。中央公園の法面が主
　　な植栽のようです が、平面の広いフィールドにもできると良いと考えます。
・寒川町の花である「すいせん」を町中に広めようという呼びかけは素晴らしいことです。

　○提案団体に関する意見

事業協力課 都市計画課

事業費 　５０６，４１０円
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